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松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
（
「
大
阪
維
新
の
会
」
代
表
）
と
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
（
同
軟
調
会

長
）
は
８
日
、
そ
れ
ぞ
れ
知
事
、
市
長
を
辞
職
し
、
松
井
氏
は
市
長
選
、
吉
村
氏
は
知
事
選
に

ク
ロ
ス
（
入
れ
替
え
）
で
立
候
補
す
る
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。
府
・
大
阪
市
議
選
（
４
月
７

日
投
票
）
と
同
日
実
施
。
維
新
の
前
倒
し
知
事
・
市
長
ダ
ブ
ル
選
強
行
劇
を
ど
う
み
る
か
、
考

え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
健
）

　
　
　
行
き
詰
ま
っ
て

　
　
「
（
こ
の
ま
ま
で
は
）
死
ん

で
も
死
に
き
れ
な
い
」
。
松
井

知
事
は
７
日
夜
、
「
大
阪
都
」

構
想
の
設
計
図
を
議
論
す
る
法

定
協
議
会
で
今
秋
に
住
民
投
票

を
実
施
す
る
と
し
た
工
程
表

が
、
自
民
党
、
公
明
党
、
共
産

党
の
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
る

と
、
侮
し
さ
を
に
じ
ま
せ
ま
し

た
。
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
一

丁
目
一
番
地
で
あ
る
「
大
阪

都
」
構
想
の
実
現
へ
の
道
筋
が

見
え
な
く
な
る
中
、
「
も
う
一

度
民
意
を
聞
き
た
い
」
と
知
事

・
市
長
ダ
ブ
ル
選
を
前
倒
し
実

施
す
る
姿
は
、
大
阪
の
織
新
政

治
の
行
き
詰
ま
り
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
「
二
度
と
こ
ん
な

　
（
『
都
』
構
想
＝
大
阪
市
廃
止

分
割
）
議
論
が
復
活
し
な
い
、

完
全
に
ピ
リ
オ
ド
（
終
止
符
）

を
打
つ
」
（
日
本
共
産
党
大
阪

市
議
団
の
山
中
智
子
幹
事
長
）

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
「
都
」
構
想
は
２
０
１
５
年

５
月
の
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
維
新
は

再
度
の
住
民
投
票
実
施
を
画

策
。
住
民
投
票
の
実
施
の
た
め

に
は
府
・
市
議
会
で
の
議
決
か

必
要
で
す
が
、
維
新
は
両
議
会

で
過
半
数
に
足
り
ま
せ
ん
。
公

明
党
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
公
明
党
が
文
書
に
よ

る
工
程
表
確
約
を
拒
否
し
頓

挫
。
維
新
は
知
事
・
市
長
ダ
ブ

ル
圖
を
統
一
地
方
選
前
半
戦
と

同
時
実
施
す
る
こ
と
で
、
府
・

市
議
会
で
単
独
過
半
数
獲
得
を

有
利
に
し
よ
う
と
の
戦
略
に
打

っ
て
出
ま
し
た
。
「
大
阪
串
を

な
く
す
な
」
と
の
民
意
を
置
き

去
り
に
し
た
党
利
党
略
で
す
。

　
　
　
強
引
な
や
り
方

　
公
明
党
は
1
5
年
の
住
民
投
票

で
は
、
「
都
」
構
想
に
反
対
を

表
明
し
な
が
ら
、
住
民
投
票
に

は
協
力
。
改
憲
で
維
新
の
協
力

を
得
た
い
安
倍
首
相
官
邸
が
創

価
学
会
に
働
き
か
け
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
明
党
は
、

今
回
も
い
っ
た
ん
は
「
令
任
期

申
で
住
民
投
票
を
実
施
す
る
」

の
合
意
霖
を
維
新
と
の
闇
で
交

　｀〃
つ

わ
し
ま
し
た
。
し
か
し
べ
任

期
中
」
の
解
釈
を
め
ぐ
り
対
立

し
、
維
新
は
「
密
約
」
を
暴
露皿皿

ぞ
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「
『
大
阪
鄙
』
構
想
Ｎ
Ｏ
Ｉ
維
新
政
治
に
終
止
符
を
」

と
開
か
れ
た
府
民
の
つ
ど
い
＝
３
日
、
大
阪
市

す
る
な
ど
し
て
公
明
党
に
揺
さ
投
票
で
負
け
た
ら
再
度
挑
戦
す

ぶ
り
を
か
け
ま
し
た
が
、
決
裂
る
「
勝
つ
ま
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
。

に
至
り
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
「
一
種
の
脱
法
行
為
で
は
な
い

公
明
党
支
持
者
に
も
「
都
」
構
か
」
（
「
毎
日
」
５
日
付
社
説
）

想
反
対
の
意
見
が
根
強
く
、
衆
と
指
摘
さ
れ
て
も
、
ポ
ス
ト
を

院
選
や
地
方
選
で
の
「
刺
客
」
入
れ
琴
置
て
当
選
し
４
年
の
抒

で
脅
す
な
ど
維
新
の
強
引
な
や
期
を
得
よ
う
と
す
る
ー
。
維
新

り
方
へ
の
反
発
が
あ
り
ま
す
。
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
け
れ
ば

　
「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
「
一
「
あ
ら
ゆ
る
手
段
」
を
講
じ
る

度
だ
け
」
と
言
っ
て
い
た
住
民
手
法
へ
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
権
限
も
財
源
も

　
「
大
阪
都
」
構
想
は
、
大
阪
市

を
廃
止
し
四
つ
の
特
別
区
に
分

割
し
、
権
限
も
財
源
も
「
都

（
府
と
に
吸
い
上
げ
て
、
「
１
人

の
指
揮
官
（
知
事
）
」
の
下
で
好

き
放
題
の
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　
維
新
は
、
住
民
投
票
で
否
決

さ
れ
た
の
で
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
」
す
る
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
特
別
区
の
数
を
五
つ
か
ら

四
つ
に
変
え
、
不
評
だ
っ
た
特

別
区
の
名
称
を
変
え
る
程
度
で

す
。

　
住
吉
市
民
病
院
の
廃
止
に
よ

り
［
医
療
空
白
］
の
危
機
を
招

Ｉ
Ｉ
む
ご
ン
い
て
い
る
こ
と
は
、
「
二
重
行

政
の
解
消
」
の
う
た
い
文
句
の

内
実
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
都
」
構
想
に
よ
る
財
政
効

果
も
、
森
裕
之
・
立
命
館
大
学

教
授
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ
ぽ
す

べ
て
が
民
営
乞
・
民
間
委
託
・

軽
震
節
減
で
、
こ
れ
ら
を
除
外

し
た
「
二
重
行
政
廃
止
」
に
よ

る
財
政
効
果
は
全
体
で
わ
ず
か

４
０
０
０
万
円
、
大
阪
市
（
特

別
区
）
に
お
い
て
は
ゼ
ロ
で

す
。
一
方
で
、
特
別
区
設
置
の

初
期
コ
ス
ト
は
５
２
０
億
円
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
共
同
で
終
止
符

　
吸
い
上
げ
た
権
限
と
財
源
で

何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
「
大
阪
万
博
」
を

隠
れ
み
の
に
し
た
カ
ジ
ノ
の
大

阪
誘
致
な
ど
大
型
開
発
で
す
。

　
2
5
年
国
際
博
覧
会
（
万
博
）

は
大
阪
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、

会
場
の
人
工
島
・
夢
洲
（
大
阪

市
此
花
区
）
は
、
当
初
は
候
補

地
と
し
て
名
前
も
挙
が
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
夢
洲
を
万
博

会
場
予
定
地
に
し
た
の
は
、
同

人
工
島
が
カ
ジ
ノ
を
中
核
と
す

る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）

の
会
場
予
定
地
だ
っ
た
か
ら
で

す
。

　
万
博
の
開
催
期
間
は
半
年
で

す
が
、
Ｉ
Ｒ
は
「
永
続
的
」
（
吉

村
市
長
）
。
Ｉ
Ｒ
を
万
博
開
催

１
年
前
の
2
4
年
に
開
業
し
、
万

博
後
は
Ｉ
Ｒ
を
拡
充
す
る
考
え

で
す
。
夢
洲
ま
で
の
地
下
鉄
廷

伸
だ
け
で
約
５
４
０
億
円
。
府

市
民
の
負
担
は
、
ど
こ
ま
で
膨

ら
む
か
わ
か
ら
ず
、
生
活
開
運

予
算
が
圧
迫
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
な
に
よ
り
も
、
人
の
不
幸
で

成
り
立
つ
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
大
阪

の
成
長
の
「
起
爆
剤
」
に
な
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
明
る
い

民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」

と
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
」

か
３
日
に
開
い
た
府
民
の
つ
ど

い
で
、
各
界
・
各
政
党
の
代
表

が
訴
え
ま
し
た
。
「
（
選
挙
で
）

維
新
を
止
め
れ
ば
カ
ジ
ノ
も
止

ま
る
」
（
平
松
邦
夫
・
元
大
阪

市
長
）
、
「
『
鄙
』
構
想
阻
止
と
カ

ジ
ノ
ス
ト
ッ
プ
の
大
義
を
掲

げ
、
保
守
の
方
を
き
む
共
同
で

維
新
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
」

　
（
日
本
共
産
党
の
山
下
よ
し
き

副
委
員
長
・
参
院
議
員
）
。
大

勝
負
の
幕
開
け
で
す
。

大
阪
入
れ
替
え
ダ
ブ
ル
選
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